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　寒冷地の住宅における冷房化の実態を政府統計資料や既往の調査研究の結果から明らかにした。
家庭用ルームエアコンの普及率は全国平均で 87％、特に仙台では沖縄・那覇と同じ 80％近くに達
している。寒冷地におけるエアコン普及率の上昇は、高断熱高気密住宅の増加に加えて、エアコ
ンが設置された単身者用のワンルーム型賃貸集合住宅の増加によるものと考えられる。住宅の冷
房化に関連があるとされる住まい手の“温度感覚”に関する考察を行なった。夏季の室内で実際
の室温とヒトが想像する室温とには 2 ～ 3℃の差があり、温度計を室内に設けることで、両者の差
は徐々になくなる。住まい手の温冷感覚と温度感覚を一致させることで、積極的な防暑・採涼行
動が誘発される可能性が示唆された。
　
　Increase in residential cooling in cold regions is come out by the domestic PPI
(Projections and Planning Information), some statistical data and their associated
earlier studies. 80 percent of the penetration rate in Sendai is equivalent to Okinawa.
Increases in super-insulated and airtight houses and rental apartments with air-condi-
tioning system for single might have brought to grow the penetration rate in cold regions.
　A consideration of human temperature sensitivity associated with residential cooling
are discribed. There are 2-3 degrees differnce in temperature between actual and imaginal
in the room in summer. Positive human behaviours for passive cooling somehow might be
exploited if their thermal sensation and their temperature sensitivity are overlapped by
monitoring the thermometer in their rooms.

１．はじめに　バイオクライマティックデザイン
は、地域にある自然のポテンシャルを活かした建
築や都市の計画設計を行ない、住まい手自身がよ
り快適に過ごすために自らの環境を積極的に調整
できるシステム全体の構築と筆者は考える。建物
の冷房を例に挙げれば、その多くは建物内外の応
答を遮断して、電力などの化石エネルギーの投入
によって室内環境を調整する手法である。さらに
は住まい手自身が自らの環境に対して積極的に働
きかける行為がほとんど生まれない（冷房装置の
スイッチを入れる程度）と考えられるので、建物
の冷房化は「非バイオクライマティックデザイ
ン」である。
　総務省の調査結果１）によると、わが国の最新の
家庭用ルームエアコンの世帯あたりの普及率は87
％である。アジア諸国でもエアコン普及率は急上
昇の傾向にあり、マレーシアの都市部で 62％２）、
シンガポールでは 90％３）に達しているという報
告もあり、アジア全体が冷房化・非バイオクライ
マティックな方向に傾き始めている４)。

寒冷地、冷房、エアコン、温度感覚、温冷感覚

　建築や都市をバイオクライマティックな方法
で計画するためには、エアコンとは別の、たとえ
ば涼房５)・採冷・採涼６）のハード技術の開発とと
もに、社会全体で涼房・採涼・採冷にシフトする
ためのパラダイムを育くむ必要がある。アジア
諸国に対してわが国からいくつかの計画プロ
ジェクト７)、８）も展開されてはいるが、わが国を
含めアジア全体としては一方向的な冷房化の流
れを変えるまでには至っていない。
　寒冷地（北海道）では、これまで冬の寒さを克
服するために、建物の断熱化や気密化に関する
研究開発とともに、BIS（Building Insulation
Specialist）断熱施工技術者の養成システム９)

の立ち上げなど産官学挙げての様々な努力の結
果、冬季における建物の熱的性能、室内における
快適性は飛躍的に向上した。しかしながら、夏季
の室内熱環境は、ごく短期間ではあるが、最近で
はオーバーヒートしている事例も数多くみられ、
寒冷地住宅の防暑・採涼技術の普及・改善が早急
に必要だと筆者は考えている。

Cold Region, Cooling, Air-conditioning, Temperature Sensitivity, Thermal Sensation
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　寒冷地は冷涼な気候であるがゆえに、防暑の
概念があまり浸透しておらず、本州で見られる
建築の防暑技術が発達していない背景がある。
そのような寒冷地における冷房化の実態を把握
することは、寒冷地のみならず、蒸暑・温暖地
を含めた今後の冷房や暖房のあり方を再考する
上で重要と考えられる。
　本稿では、寒冷地の住宅における冷房化の実
態を文献調査によって明らかにするとともに、
住宅の冷房化に強く関連があるとされる、住ま
い手の「温度感覚」に着目して、今後、寒冷地
において極端な冷房化に歯止めをかけるために
重要と考えられることを考察した。

２．寒冷地の住宅における冷房化の実態　
　図１は主要家電の世帯当たりの普及率の推移
である１０）。エアコンは 70 年代から直線的に上
昇してきたが、夏場の最大電力需要と比例関係
にある。右の縦軸は、夏のピーク時には 100 万
kW 級発電所170 ～ 180 基分相当が日本全体で必
要なことを意味している。
　図２に統計資料１）、１１）～１４）と既往の全国調査
研究の結果１５）を引用して、札幌市・仙台市・長
野県・東京23 区・沖縄県における家庭用ルーム
エアコンの世帯当たり普及率の推移を示す註１）。
東京は1992 年から横ばいで94.4% である。図に
示してないが、大阪や名古屋、福岡などの大都
市もほぼ同じ値である。一方、寒冷地の札幌・仙
台・長野は上昇している。特に、仙台は1992 年
の 35% から 2004 年には76.5% に急激に増えてい
る。これは沖縄県の80.8% にほぼ近い。
　気象庁の各地にある測候所で観測している
1990 ～ 2006 年の気象データ１４）を引用して、エ
アコン普及率との関係をみた。図３は各都市の
夏季（７・8月）の平均外気温と、全国コメ作況
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指数１７）・農林水産業総合生産指数１８）の推移を併
せて示したものである。那覇を除く各都市で、暑
夏と冷夏を繰り返している。全国的に冷夏だった
1993 年と 2003 年はコメや農林水産にかかる生産
量が急激に落ちている註２）。一方、暑夏だった1994
年と 1999 年を見ると、エアコンの普及率が年毎
の値でないのではっきり言えないが、暑夏の影響
で、札幌は僅かに増加、仙台は大きく増加したの
ではないかと予想される。
　図４に、各都市の７・８月の外気温とエアコン
普及率の関係を示す。長野は仙台よりも外気温が
1 ～ 2℃高いが、エアコン普及率は 30% ほど小さ
い。図５は外気絶対湿度と普及率の関係である
が、長野の絶対湿度は仙台より1 ～ 2g/kg(DA)小
さい。長野の普及率が仙台より小さいのは、湿度
の影響がいくらかはあると考えられる。
　図６と図７は、札幌と仙台の毎年７・８月にお
ける夏日（外気温25℃以上の日）の数とエアコン
普及率の経年変化である。1992 ～ 99 年の夏日の
年平均日数は、札幌44 日 / 年、仙台65 日 / 年で、
エアコン普及率の年平均は札幌 1 . 1 ％増、仙台
3.8% 増だった。夏日10 日間あたりのエアコン普
及率の増加は、札幌で0.3% 増、仙台で0.6％増と
なる。2000 ～ 04 年では札幌0.1％増、仙台0.3％
増である。これは、仙台が札幌より 2 ～ 3 倍の速
さでエアコンが普及していることを意味する。
　図８は、各都市の都心部にある賃貸集合住宅に
おけるエアコン普及率を1992 年と 2006 年で比較
したものである。1992 年の値は、文献15）表2の

「賃貸・都心」から引用し、2006 年の値は、全国
展開の不動産会社がインターネット上で公開して
いる賃貸住宅検索システム１９）を用いて、各都市
の賃貸住宅検索で「エアコン」に印をしてヒット
した総数を総物件数で除したものである註３）。な
お、データ数が膨大なため、札幌は札幌市中央
区、仙台は仙台市青葉区、東京は東京都目黒区、
沖縄県は主要５市（那覇市・糸満市・浦添市・沖
縄市・石垣市）とした。
　文献 15）によると、1992 年時の住宅類型別の
エアコン普及率１５）は、札幌・仙台・新潟では戸
建・分譲が多く、賃貸は少ない。これは世帯収入
とも相関がある２）、１２）。しかしながら、14 年後の
200 6 年になると、エアコンが設置されている賃
貸物件数は沖縄以外では確実に増えている。特に
仙台は 7 0％まで増えている。仙台のエアコンの
普及率が大きく増加したのは、賃貸物件の影響が
あると推察される。札幌もエアコン普及率こそ仙
台ほどではないが、エアコン設置型の賃貸住宅が
徐々に増えていて、今後もエアコン普及率の上昇
が予想される都市の一つである。
　図９は、エアコン設置型の賃貸集合住宅の物件
中に単身者用のワンルーム型物件の有する割合を
都市別に示したものである。札幌・仙台・東京で
は全体の７～ 8 割が占めている。長野は、ワン
ルーム型住戸の需要が他の大都市に比べて少ない
ので40％と低い。また長野では、高断熱住宅が増
えた影響から、暖冷房の双方をエアコンで行なう
賃貸物件が徐々に増えていることが確認できた。
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　実際に首都圏などでは、借り手がエアコンの
有無を契約条件として優先する傾向があり、物
件のオーナー（大家）もあらかじめエアコンを
設置しないと借り手が見つからずに空室率が大
きくなるので、それを回避するためにエアコン
を設置する背景がある。仙台でも首都圏と同様
の傾向が出始めていると言える。賃貸住宅と言
えども、エアコンの設置と同じくらいか、むし
ろそれ以上に、窓や外壁に簾などの日よけを簡
単に取り付けられる仕掛けをあらかじめ用意す
るなどのハード面での対応が必要である。
　また、北海道や東北地方では高断熱高気密住
宅が徐々に増えてきていることが普及率上昇の
第二要因として挙げられる。また日射熱取得の
高い住宅も増えている。建物の高断熱化は、冬
季の熱環境を考えれば積極的に推し進める必要
があるが、一度室内に入った熱は外に逃げにく
い仕組みなので、夏季の日射遮へい性能を向上
させることが、高断熱高気密住宅であるほど求
められると言える。多くの寒冷地住宅では日射
遮へい性能が十分ではないので、本州で一般的
な日射遮へいなどの建築環境を調整するハード
技術が、寒冷地の気候特性にも対応した形で普
及することが早急に望まれる。

３．冷房と住まい手の温度感覚
　住宅の冷房化に強い関わりがあるとされる住
まい手の「温度感覚」について考察を行なった。
　2006 年 7月 7日～14 日に、札幌市立高等専門
学校と札幌市立大学デザイン学部註４）に所属す
る教員15 名（全員男性、年齢は34 ～ 63 歳）に
協力してもらい、同じ間取りの研究室（床面積
20m2 程度、高さ4.5m、窓面方位は東、すべてエ
アコンは無し）の室温測定と温熱環境に関する
アンケート調査を実施した。
　室温測定は、デジタル表示される温度計（T＆

D社製 TR-72S もしくはTR-51A)1 台を、各室の中
央の、常に表示が確認できるような場所に１つず
つ配置し自動計測した。各教員には、一日３回（出
勤時・昼の任意の自由時間・退勤時）、室内の温
冷感覚（暑さ感や涼しさ感）を回答してもらった。
室内での行動は特に制限を設けず、自由に過ごし
てもらったが、窓やドアの開閉、水平ブラインド・
換気扇（給排気）・蛍光灯の使用（環境調整行動）
については記録してもらった。
　図10と図11に、全ての研究室の中で特徴があっ
たB7 室と A8 室の室温と環境調整行動を示す。二
室の内部発熱はほぼ同じである。B7 室では、測定
開始期の 7/7 ～ 10 の環境調整行動はブラインド
の使用だけだが、外気温の上昇に伴い室温が上が
り始めた測定後半の7/11 ～ 14 には、窓・ドアの
開放が積極的に行なわれている。一方、A ８室で
は実測期間を通して一度も窓は開放されることが
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なかった。両者には顕著な行動の差がある。その
ため、両者の室温差は測定後半で 1 ～ 2℃になっ
ている。
　図 12 は全研究室の室温の累積頻度を示したも
のである。外気温が 14 ～ 32℃に分布していたの
に対して、室温は 23 ～ 32℃の範囲で変化してい
るが、それぞれの室温には顕著な差がある。B7と
A 8 室に加えて、二室と内部発熱や蔵書数などが
ほぼ同じA4・A5・B1 室の累積頻度を太線で示し
た。表１には、その5 室の測定期間を通しての環
境調整行動を示す。
　A5 室は、夜間換気を積極的に行なうのと同時
に昼間もかなりの時間で通風をしていた。ブラ
インドによって午前中、入射する日射を抑えて、
蛍光灯もほとんどの時間で消灯していた。その
ため室温が 27℃以下になる時間が全体の 7 割を
占めた。A4・B1 の二室は、B7 室のように測定後
半になって、窓の開放パターンを変更するなど
の環境調整行動に変化が見られた。その結果、三
室とも 28℃以下の時間帯が全体の 8 割を占めた。
一方、前述のとおり、A8室は環境調整行動にまっ
たく変化が見られず、28℃以下の時間帯は全体の
6 割に留まる。
　すべての室温測定・調査が終わった後の9 月初
旬に追跡調査を実施した。図 1 3 は、「あなたに
とって、今夏、研究室で問題なく過ごすことがで
きた室温は何℃ぐらいか」の質問に対する回答
である。全体の7 割に相当する11 人が、27 ～ 30
℃で十分問題なく過ごせると回答した。
　以下のような申告結果も多く得られた。『自分
が快適と感じたとき、温度計の表示は27 ～ 28℃
で、想像していた室温より 2 ～ 3℃高かった。逆
に「暑さ」を感じるときに想像した室温はだいた
い 30℃以上なのだが、温度計の表示はそれより
低い28 ～ 29℃程度で意外だった』との申告であ
る。さらに、自分が想像する室温と実際の室温と

は、2 ～ 3℃の差が最初あったが、最終的に両者の
差はほとんど無くなったと申告した人は１５人中
９人いた。室内に温度計を設置することで、ほぼ
毎日、温度計の表示を観察することになるが、自
分が想像する温度と実際の温度とが、日にちが経
つに連れて一致したと考えられる。以上のことは、
西川竜二先生（秋田大学）が文献20)において、冬
季を例に、室内に温度計を置いて適切な温度感覚
を養う重要性を指摘されているが、夏季も同様の
ことが言える。
　1999 年の夏に筆者らが、首都圏で行なった調査
結果２１）によると、ほとんどのヒトが夏季のエア
コンの設定温度を25 ～ 26℃としている。一方、図
14 は、夏季に快適と想像する温度を、ふだん「冷
房を使うヒト」と「通風で過ごすヒト」に分けて
示したものである２１）。「冷房を使うヒト」・「通風
で過ごすヒト」のどちらも快適と想像する温度の
ピークは 26℃である。全体の分布を見ると「冷房
を使うヒト」が快適と想像する温度は、「通風で過
ごすヒト」に比べて2～ 3℃低い。冷房派か通風派
かで、快適と想像する温度に違いが見られるのだ
が、ほとんどのヒトは、エアコンの設定温度を決
めるときに、リモコン等の数値表示をみて決める
機会が多い。エアコンの設定温度と実際の室温が
必ずしも同じになるわけではないのにも関わらず、
リモコンの表示温度 25 ～ 26℃を夏季の快適な温
度と認識していると推察される。
　以上の結果を総合すると、一般にヒトは夏季に
快適と想像する温度（≒エアコンの設定温度）が
25～ 26℃で、暑さを感じる温度は30℃以上という
認識をもっている。25℃と 30℃の 5℃差はエアコ
ンの強い冷却力を日常的に体験しているから認識
できていると考えられる。札幌の調査では、27 ～
30℃でも「問題なく過ごせる」と申告するヒトが
多かったが、その理由は、室内にある温度計を
日々観察することで、25 ～ 30℃間の僅かな温度差
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註１）1992年とそれ以外の年は、出典が異なるが、参考
資料として同じ図に載せた。沖縄県の92年は那覇
市内のみ、それ以外の年は沖縄県全域。沖縄県の
エアコン普及率の下降は、調査対象の違いによる。

註２）コメ作況指数は2005年を、農林水産業生産指数は
2000年を100としている。

註３）政府統計資料等とは性格が異なるデータであるが、
賃貸集合住宅におけるエアコン普及に関する参考資
料を得ることを目的として実施した。なお、データ
の利用は、当該組織より許可を受けた。

註４）札幌市立高等専門学校の後を受けて、2006年4月
に札幌市立大学が開学した。札幌市立高等専門学
校が閉校する2011年3月まで施設を共有する予定
である。
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を体感認識できたからと考えられる。これは、ほ
とんどのヒトが、最初は実際の室温と想像した室
温との間に 2 ～ 3℃の差があったが、毎日の温度
計の観察によって、身体そのものが 5℃刻みの精
度の粗い温度計から、0.5 ～ 1℃刻みの精度の良
い温度計に変身できた、すなわち適切な温度感覚
が身に付いたと言える。
　室温が 27 ～ 30℃でも、住まい手が僅かな温度
の違い・変化を感じる力を持つことで、「このく
らいの暑さなら、工夫次第で何とかなるな」とい
う意識が働き、図10 で示した住まい手のように、
積極的な防暑・採涼行動が誘発される可能性があ
ることがわかった。エアコン無しの暮らしの例２

２）も紹介されているが、それらの住まい手も適切
な温度感覚を有していると考えられる。建築の
ハードに関わる防暑技術の普及とともに、住まい
手の温度感覚を養うことが、極端な冷房化を抑止
する一つの鍵になり得ると考える。
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